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薬事エキスパート研修会（第23回）

【申込要領】

1.申込方法及び期日

（1）下記の払込書にてお申し込み下さい。
 法人会員 ： 当協会から送付する規定の払込書
 個人会員／非会員 ： 郵便局備えつけの払込書
 振込先 ： （財）日本公定書協会
 振替口座　00190－9－97409
＊次の事項を払込書の通信欄にご記入の上、受講料をご送金下さい。
折り返し聴講券をお送りいたします。振替払込金請求書兼受領証を
もって領収書に代えさせていただきます。

＊ゆうちょ銀行及び郵便局以外の銀行振込、現金送金はご遠慮願
います。なお、受講料受領後の払い戻しは致しませんので、予め
ご了承ください。

（2)入金確認順に受付しますが、申込み多数の場合には、定員に達し
次第、受付を締め切らせていただきます。その締め切り日や申込
み状況（受付中、残席僅か、受付終了）は協会ホームページ
（http://www.sjp.jp)に掲載いたしますので、ぜひご確認いた
だくようお願いいたします。

 受付を締め切らない場合：平成20年1月4日（金）以降にお振り
込みの場合は、お問い合わせ下さい。この時も受付状況等は協会
ホームページに掲載しております。

2.受講料（消費税込）：要旨集代を含みます。
 ● 日本公定書協会法人会員　1名につき　10,000円
   （法人会員は1口につき1名が会員扱い）
 ● 個人会員／非会員　1名につき　15,000円

3.問合先
 〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-12-15
 　　　　　　　財団法人 日本公定書協会
　　　　　　　　　　 TEL 03-3400-5634（代）
　　　　　　　　　　 TEL 03-3400-5644（薬事エキスパート研修担当）

4.注意事項
○法人会員にお送りした規定の払込書は、会員証となりますので、
必ず関係部門へお廻しください。
○当日、撮影及び録音はご遠慮願います。
○原則として電話、FAXでの受付及び当日受付は致しませんのでご
了承ください。

通信欄に必ずご記入ください。

（1）会社名、所属
（2）聴講者名：1枚につき1名
（3）連 絡 先：郵便番号、住所、電話番号
（4）「23-三極」の文字
（5）e-mai l（研修会の案内をご希望の方のみ）

より良い薬をより早く患者さんのもとへ届けるために
─ 新薬の三極同時開発・同時承認をめざして─

ICH開始後18年になろうとする今、日本も新薬開発・承認の一翼を担うことがますます求められています。
新春企画として、産官の代表がそのためのロードマップを探ります。

日 時　平成20年1月17日（木）　13:00－17:00

場 所　笹川記念会館（三田） ※同時通訳あり

主　催

財団法人日本公定書協会
Society of Japanese Pharmacopoeia

後　援
日本製薬団体連合会、日本製薬工業協会、(社)東京医薬品工業協会、大阪医薬品協会、日本大衆薬工業協会、医薬工業協議会、

米国研究製薬工業協会（PhRMA）、欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan）、日本CRO協会、(社)日本医薬品卸業連合会、(財)ヒューマンサイエンス振興財団

　〒108-0073 東京都港区三田3-12-12

【笹川記念会館地図】
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プ ロ グ ラ ム

13:00 ─ 13:05

13:05 ─ 13:40

13:40 ─ 14:15

14:15 ─ 14:50

14:50 ─ 15:20

15:20 ─ 15:55

15:55 ─ 17:00

開 会 挨 拶 寺尾 允男（日本公定書協会会長）

「より良い薬をより早く患者さんのもとへ届けるために ： JPMAの視点」
 青木 初夫（日本製薬工業協会会長）

「より良い薬をより早く患者さんのもとへ届けるために ： PhRMAの視点」
 アイラ・ウルフ（米国研究製薬工業協会（PhRMA）在日代表）

「より良い薬をより早く患者さんのもとへ届けるために ： 欧州製薬団体連合会の立場」
 マーク・デュノワイエ（欧州製薬団体連合会（EFPIA Japan）会長）

休　憩

「より良い薬をより早く患者さんのもとへ届けるために ： 行政の視点」
 中垣 俊郎（厚生労働省医薬食品局審査管理課長）

総 合 討 論 司 会　土井 脩（日本公定書協会理事長）
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